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研究における文献検索
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研究テーマ
選定

研究活動
実験・データ収集・分析

発表
論文執筆・学会発表

論文投稿

文献検索

文献検索

文献検索

先行研究のレビュー
デザイン・方法の参考

最新動向の確認

研究状況の調査
下調べ



何を求めて検索するのか
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 ちょっと調べもの
 日常業務の中での疑問
 似たような研究例を探す

 先行研究調査
 システマティックレビューの

対象文献を集める
 診療ガイドライン作成のため

のエビデンス文献を集める

いろいろな「検索」

参考）諏訪敏幸著, 2013『看護研究者・医療研究者のための系統的文献検索概説』
ここからのスライドの多くは、諏訪氏にご提供いただいたスライドを基に作成させていただきました。



発見的検索と系統的検索
日常的におこなわれている検索

→ ほとんどが「発見的検索」
• 京都駅までの行き方は?
• この用語の意味は?

 ある問題について役に立つ情報を見つける
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 簡単に – キーワードでさくっと検索
 短時間で – 適当な情報が出たらそれでOK
 答えは１つ、または少数でよい

Google検索が代表的



発見的検索と系統的検索
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研究のために必要な検索
→ 「系統的検索」

 研究状況全体を見渡すことが目的 → 網羅的に
 主題検索（内容で探す）がメイン – 統制語を使う
 キーワード検索は補助的に
 検索者が検索過程をコントロールする
 １ステップずつ、検索を組み立てる – 件数やヒットした

内容も確認しつつ
 検索履歴を残す – 透明性・再現性



検索の目的・性格の違い
発見的検索 系統的検索

日常生活・学習・実務 主な利用場面 研究

情報の消費者 利用の立場 情報の生産者

特定の情報の取得 目的 全容把握または全体の概観

1～数件 求める結果 あるだけ

簡便性、スピード、満足 要件 合理性、透明性、網羅性

選択
（人に訊く、二次的情報源）

他の探索手
段との関係

併用・総合
（人に訊く、二次的情報源、
引用調査、発見的検索…）

6※諏訪敏幸氏作成スライドを転載



何を求めて検索するのか
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 ちょっと調べもの
 日常業務の中での疑問
 似たような研究例を探す

 先行研究調査
 システマティックレビューの

対象文献を集める
 診療ガイドライン作成のため

のエビデンス文献を集める

使い分ける

発見的
検索

系統的
検索

ほしいものを見つける

全体を見る



先行研究調査
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研究＝既存の科学的知識に新しい知識を追加すること

研究の全体的な状況を知る
自分の研究を批判的・大局的に見直す



重要なのは ― 全体像の把握

転換点

到達点

応用

ユニークな研
究

未解決問題

異なる発
展

創始者

9※諏訪敏幸氏作成スライドを転載



全体を見るために
理想は 何もかもすべて読む! でも時間的に無理…

なので 引用文献リストをあたる、
知っている人にきく、
レビューを読む などの手段をとる

それに加えて

書誌データベースの系統的検索 を活用する
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大量の文献データを、偏りなく自分の目で
スクリーニングできる件数まで圧縮する

検索の
役割



データベースの検索
データベースはブラックボックス
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系統的検索においては
「キーワードをぽんとなげて
たまたまヒットした何か」
ではなく、1つずつステップを
踏んで情報の集合を引き出す
→ 検索をコントロールする

× 一本釣り
○ 網を打つ

何がどれだけ入っているか
わからない
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滋賀医大で利用できるデータベース&ツール
Name Language / Notice
PubMed （MEDLINE）[free] English

Ovid MEDLINE English / 同時アクセス3

Ovid EBM Reviews
（Cochrane Library, ACP Journal Club）

English / 同時アクセス2

Scopus English

EBSCO CINAHL English / 同時アクセス1
看護学分野

医中誌 Japanese / 同時アクセス8

CiNii Articles [free] Japanese

UpToDate English *検索は日本語も可能
VPN不可

Journal Citation Reports(JCR) English
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データベースの特性

専門的
specific

学際的
interdisciplinary

大阪大学附属図書館, 『研究生活に役立つ
図書館の使い方 2020』 p.3を参考に作成

系統的
systematic

発見的
heuristic

Scopus

Ovid MEDLINE
医中誌web
Ovid EBM 
Reviews

EBSCO CINAHL

CiNii Articles

参考)

Google Scholar

PubMed
UpToDate
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データベースの特性

Systems
システム

Summaries
まとめ

Synopses of Syntheses
統合概要

Syntheses
統合

Single Studies
研究

6Sモデル:日本語訳

Synopses of Single Studies
研究概要

教科書・ガイドライン

システマティックレビュー

個々の研究

→ UpToDate

→ CochraneLibrary
（Ovid EBM Reviews）

→ PubMed
Scopus

まとまった情報
汎用性が高い

個々の情報
具体性が高い

エビデンスの検索

抄録ジャーナル
→ ACP Journal Club

（Ovid EBM Reviews）

参考）福岡敏雄（大原記念倉敷中央病院）
JMLA分科会EBM入門「医学情報を見極める」(2014.5.31)

McMaster University Health Sciences Library
https://hslmcmaster.libguides.com/ebm

DiCenso A, Bayley L, Haynes RB. Accessing preappraised evidence: fine-
tuning the 5S model into a 6S model. Ann Intern Med. 2009;151:JC3-2. 
doi: 10.7326/0003-4819-151-6-200909150-02002

システマティックレビューのまとめ

→ CochraneLibrary
（Ovid EBM Reviews）



データベースと検索システム

15

MEDLINE

Cochrane
Library

PubMed

Ovid MEDLINE

Scopus
(Elsevier)

Ovid EBM 
Reviews

Cochrane Library
(Wiley)

データベース 検索システム



PubMed と Ovid MEDLINE
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誰でも簡単に使えるように設計
使いやすい
何か入力したら何か返ってくる
勝手に気を回してくれる

検索をコントロールしにくい!

ぱっと見、よくわからない
いちいち聞いてくる
わかりにくいけど、細かい指定
ができる

検索をコントロールできる!

発見的な
検索向き

系統的な
検索向き!



ツール/検索方法の使い分け
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研究テーマ
選定

研究活動
実験・データ収集・分析

発表
学会発表・論文執筆・

論文投稿

文献検索

先行研究のレビュー
デザイン・手法の参考

PubMed
Scopus

MEDLINE
EBMR

CINAHL
医中誌

文献検索

PubMed
Scopus

MEDLINE
EBMR

CINAHL
医中誌

JCR
EndNote 

basic

文献検索

研究状況の調査
下調べ

PubMed
Scopus

UpToDate
CINAHL
医中誌



例題
腰痛の治療にエクササイズは
有効か?
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まずは PubMed で検索してみましょう



PubMedにアクセス
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学外からはVPN接続で
利用すると便利です

（VPNなしでも使えます）



PubMedで検索
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「腰痛の治療にエクササイズは有効か?」

練習:PICO/PECOを意識しつつ、
必要であればライフサイエンス辞書を使って
検索語を考えてみましょう

▶ ライフサイエンス辞書 https://lsd-project.jp/

P   Patients, Population 対象(誰に)
I/E Intervention / Exposure 介入/曝露要因(何をすると/何によって)
C Comparison 比較対照(何と比べて)
O Outcome 結果(どうなるか)



PubMedで検索
まずはご自身で考えた通りに検索してみてください
間違いなんてないので、気軽に!

21



PubMedで検索
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「腰痛の治療にエクササイズは有効か?」

シンプルにこんな感じでやってみます

1. 腰痛 → low back pain で検索
2. エクササイズ → exercise で検索
3. 1 and 2 ＜Advanced＞



検索語を入力:low back pain
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候補語が出てくるので
その中から選んでもOK
です



検索結果
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40,130件ヒット

※検索結果はすべて
2020年12月16日時点のもの



次に exercise で検索
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476,671件ヒット



検索結果を掛け合わせる(履歴検索)
→ Advanced を使う
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検索履歴と検索の
詳細はここ

#1 の Actions にある「…」を
クリック → Add query を選択

＃2 の Actions にある「…」を
クリック → Add with and を選択



履歴検索:腰痛×エクササイズ
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こんな感じで
入ります #1 and #2 と

直接書き込んでもOK
Search の横をクリックして
「Add to History」を選択
すると、検索結果に遷移せ
ずにHistoryに追加していく
ことができます



履歴検索:腰痛×エクササイズ
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腰痛 エクサ
サイズ

Results の件数を
クリックすると
その検索結果を
表示できます



履歴検索:腰痛×エクササイズ
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5,042件 表示件数、
並び順などは
ここから変更

よさそうな論文が１つ見つかればよい、といった場合は
このあとフィルターなどを使って絞り込めばOK（発見的検索）
→ 目的に応じて使い分ける



絞り込み:ARTICLE TYPE のフィル
ター”Systematic Review” を選択

30

フィルター



絞り込み:ARTICLE TYPE のフィル
ター”Systematic Review” を選択
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現在有効になっている
フィルターを表示
*フィルターは解除する
まで有効

347件に
なった



参考）コクランのSRに絞る
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Cochra ぐらいまで
入力すれば候補が表示
されます

Journal を選択し ”Cochrane database 
of systematic reviews” と入力
→ ADD で Query box へ



参考）コクランのSRに絞る
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History の#3 を
Add with AND

50件

Search または
Add to History



参考）JBIのSRに絞る

34

History の#3 を Add with AND
→ Search または Add to History



検索の詳細
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クリック

どんな検索がおこなわれているのか、確認してみる

裏でこれだけの
検索がされている



検索の詳細
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"low back pain"[MeSH Terms] 
OR

("low"[All Fields] AND "back"[All Fields] AND "pain"[All Fields]) 
OR

“low back pain”[All Fields]
3つのグループの
集合体になっている

何が何件ヒットしているのかわからない…



検索の詳細
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"exercise"[MeSH Terms] OR "exercise"[All Fields] OR
"exercises"[All Fields] OR "exercise therapy"[MeSH Terms] OR
("exercise"[All Fields] AND "therapy"[All Fields]) OR "exercise 
therapy"[All Fields] OR "exercise s"[All Fields] OR
"exercised"[All Fields] OR "exerciser"[All Fields] OR
"exercisers"[All Fields] OR "exercising"[All Fields]

11こ…
さらに増えてもっとわからない

PubMedの気遣い（忖度）
→ ありがたいけど系統的な検索には邪魔になる



検索の方法論の違い
発見的検索 系統的検索

簡便性、スピード、満足 要求 合理性、透明性、網羅性

キーワード検索
検索語

主題索引を使う(主題検索)

思い付きで適当に入れてみる 検索課題を分析し、適切な検索
語を選択

1回の入力-検索で答を出す
（一発検索）
できるだけ試行錯誤をせず、
早く答にたどりつく

検索過程
検索課題に沿って AND, OR で
組み立て（構成的検索）
試行錯誤でより適切な検索方法
を追求

システムの忖度 コントロール 検索者がコントロールする

ピックアップ 結果 スクリーニング

38※諏訪敏幸氏作成スライドを転載



系統的な検索の方法
主題検索

コトバではなく主題そのもので検索する
主題＝その文献が扱っている内容
★シソーラスを活用する

構成的検索
要素ごとにばらばらに検索し、そのあとで組み立てる
ブロック化（意味のまとまりに分解する）
1ステップ1検索語
試行錯誤

39



主題検索
 シソーラス

そのデータベースのために用意された
主題カテゴリのリスト
文献の内容を主題的に分析し、カテゴリ化
→ カテゴリのコード(シソーラス用語(統制語))を
付与し索引化

• MEDLINE(PubMed）のシソーラス ＝ MeSH
https://meshb.nlm.nih.gov/search

• 医中誌のシソーラス ＝ 医学用語シソーラス
https://www.jamas.or.jp/database/keyword.html

40



主題検索
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さっき確認した検索詳細をもう一度見てみる

"low back pain"[MeSH Terms] 
OR

("low"[All Fields] AND "back"[All Fields] AND "pain"[All Fields]) 
OR

“low back pain”[All Fields]

MeSH 検索されてる

PubMed には 自動マッピング機能(Auto Mapping) があり、
入力された検索語に合うMeSHを自動で検索するようになっている

系統的な検索においては、自動マッピングに頼るのではなく、
1つずつMeSHを確認したうえで指定し、検索していく



MeSHの確認
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MeSHの確認
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ここに入力して
Search

新しくてMeSHが付与されていない文献
そもそもMeSH付与対象外の文献

→ フリーワード検索で補完する
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参考）方法論Ⅰの資料から

の のMeSH を検索レジリエンス

２件ヒット!
これがよさそうなのでクリック
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See Also → このMeSH用語も確認
＊2009年までは「Adaptation, Psychological」
というMeSHが付与されていた

参考）方法論Ⅰの資料から

［Add to search builder］を
クリックするとサーチボッ
クスに検索式が入力される

［Search PubMed］を
クリック

このMeSH用語
への参照語



構成的検索
 研究課題、リサーチクエスチョンなど、検索したい
テーマを意味的な単位（ブロック）に分解し、組み立
てる
 検索語1つひとつを検索
 同じブロックの中はORでつなぐ
 ブロックとブロックをANDで（面でとらえる）
 さまざまな掛け合わせを試し、検証・評価する

46



PubMedで検索
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「腰痛の治療にエクササイズは有効か?」

もう一度、
系統的な検索を意識して検索してみてください

 基本はMeSH
 Advanced を使う
 フリーワード検索はタイトル、アブストラクトに限定する

（語のあとに[tiab]をつける または Advancedで項目を指定する）
 熟語は“”でくくる

＜ヒント＞



結果の出力
Excel

スクリーニングしやすい
文献の整理・管理がしやすい
日本語も扱いやすい
検索履歴が保存できる

文献管理ソフト－EndNote basic
論文執筆の際、引用文献リストの自動作成が可能
ウェブ上にあるのでどこでも使える
本文PDFファイルを一緒に保存できる
日本語少し苦手
検索履歴は保存できない

48



Excelに出力（検索結果）

49



Excelに出力（検索履歴）

50

この時点でのすべての検索履歴が出力される



参考）方法論Ⅰの資料から

図書館ホームページ
＞学習・研究サポート

＞「EndNote basic」

新しく登録する → Register
既にアカウントを持っている

→メールアドレスとパスワードでSign in

51

登録済みのアドレスがあって
パスワードが分からない場合
こちらから再設定※学外から利用する場合は

VPN接続をせずにログイン
してください

EndNote basic に出力
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PubMedでヒットした文献のデータを
EndNoteに取り込むには?

① プラグインがインストールされている場合

→ Citation manager でダイレクトに取り込み

② プラグインがインストールされていない場合
→ いったんファイルを保存して、取り込み

参考）方法論Ⅰの資料から



PubMedからの取り込み:① Citation manager
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1

2

① 保存したい文献に
チェックを入れる

② Send to を
クリック

参考）方法論Ⅰの資料から



3

54

4

PubMedからの取り込み:① Citation manager

③ Citation manager
を選択

④ Create File を
クリック

参考）方法論Ⅰの資料から



5

「プログラムで開く」を選択

「ファイルを開く」を選択

55

FireFox

※ここからの動きはブラウザやPCの設定によって異なります

Google Chrome

任意の場所に保存し、保存したファイル
「pubmed-xxx.nbib」をダブルクリック

Internet Explorer

PubMedからの取り込み:① Citation manager
参考）方法論Ⅰの資料から



6

7

EndNote basicのアカウントで
ログイン

選択した文献のデータ（4件）が
EndNote basicにエクスポート
された

56

PubMedからの取り込み:① Citation manager
参考）方法論Ⅰの資料から



57

EndNote basic

「未整理」グループに文献
データが取り込まれた

PubMedからの取り込み:Citation manager
EndNote basic ＞「マイレファレンス」タブ

参考）方法論Ⅰの資料から



PubMedからの取り込み:テキストファイルをインポート
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① 保存したい文献
にチェック

② Save をクリック2

1

3

③ Format → PubMed
を選択し、Create File をクリック

参考）方法論Ⅰの資料から



59

④ ファイルを保存する
を選択し、OK

初期設定の状態では「ダウンロード」
フォルダに保存される

4

PubMedからの取り込み:テキストファイルをインポート
参考）方法論Ⅰの資料から



60

⑤ 文献の収集タブから
レファレンスのインポート
を選択

EndNote basic
5

6
インポートオプションは
PubMed (NLM) を選択

7

⑦ グループ名を入力して
OK

⑥ ファイル、インポートオプ
ション、インポート先を指定し、
インポートをクリック

完了!

EndNote basic ＞「文献の収集」タブ
PubMedからの取り込み:テキストファイルをインポート

参考）方法論Ⅰの資料から



Ovid MEDLINE を使う(通常)

61

同時アクセス制限あり
学外からはVPN接続で

利用可能です



Ovid MEDLINE
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Ovid MEDLINE を使う
（講習会用）

63

http://ovidsp.ovid.com/
User ID: sums599
Password: training

2021年1月9日まで使えます!
学外からも利用可能です
＊同時アクセス50!



Ovid データベース選択画面

64

Ovid にはMEDLINEのほかにも
データベースと電子ジャーナル、
電子ブックが収録されています。

これを選択
チェックを入れて
選択をクリック



表示言語を変更できます

65

日本語 に設定して
います
（変更可能）
＊検索語は英語です



検索モード

66

滋賀医大では、ログイン時の
設定を Advanced Search
（上級検索）にしています

Basic Search(基本検
索)では、文章形式の
質問や単語の羅列を
自然言語処理で処理
します。履歴検索や
トランケーション、
論理演算子は使えま
せん

MeSHへのマッピング機能や、履歴検索が
使える Advanced Search(上級検索) が
おすすめ!



検索語を入力:low back pain

67

重要!



MeSH用語へのマッピング

68

クリックすると
階層表示

チェックすると下位語
も含める→チェック入
れておいてOK

入力したままの語で検索した
ければここにチェック



MeSH用語へのマッピング

69

階層表示

スコープノートで
定義を確認



MeSH用語へのマッピング

70

これでよければ
「続行」

スコープノート
＊変遷や同義語なども確認でき

る



MeSH用語へのマッピング

全てのサブヘディングを
含める、でOK
チェックを入れて「続行」

71



検索できた→履歴に表示

72

検索結果はこの下に
表示されています



フリーワードでも検索

73

“.tw”
テキストワード。タイトルとアブストラクトを検索する

＄で前方
一致

back pain と back ache も検索しておく



検索語を入力:exercise

74

MeSH用語 “Exercise Therapy” もよさそうなので
そちらも検索しておく

“exercise.tw” も検索しておきましょう



履歴検索:腰痛のグループを作る

75

1と2と３にチェック
を入れて、「Or」

検索履歴をすべて
表示するにはこれ
をクリック



履歴検索:エクササイズのグループも

76

4,5,6にチェックを
入れて、「Or」



履歴検索:腰痛×エクササイズ

77

7と8にチェックを
入れて、「And」



検索結果を絞り込む

78

これぐらいであれば、系統的
検索の場合は絞り込みしなく
てよいですが…

クリッ
ク

絞り込み項目が一部しか表示されて
いないので、必要であれば詳細を開
きましょう



検索結果画面

79

1000件まで
並べ替え可能

フルテキスト
の入手はくる
くるLinkerで

Ovid Full Text とあれば、Ovid
内でフルテキストが読めます

表示件数
の変更



フィルターで表示変更

80

フィルターを選んだだけでは
見た目が変わるだけ

検索履歴に残したければここ
をクリック



フィールド指定検索

81

著者の所属機関やタイトルなど、フィールドを指定した検索ができる

Abstract と Title にチェックを
入れ、検索語を入力し「検索」

“.tw” は テキストワード
→ ab,ti を検索する



MeSH用語を調べたいとき

82

「検索ツール」の「語句のマッピング」を選択
検索語を入力し「検
索」

あらかじめ適切なMeSH
用語を探して検索できる



検索結果の出力

83

EndNote Basic へは
Reference Managerを選択
※Reprint/Medlars はテキス
ト形式でいったん保存してから
取り込み可能
＊EndNote側のインポートオプ
ションは「MEDLINE(OvidSP)」
を選択

Excel 形式の場合、検索履歴
が残せない
一覧はExcel、検索履歴は
テキスト形式がよいかも



さらに系統的に

84



システマティックレビュー（SR）と
文献検索

85

2019年度荻田先生講義資料より

文献レビュー
・系統的かつ再現性があるように
・網羅性が高い方が良い

システマティックレビュー(SR)
・系統的なレビュー
・“明確さ“が重要
・研究テーマをもれなく収集する

→ システマティック＝系統的で網羅的 かつ
再現性と透明性のある文献検索が求められる



SRのための検索

86

いちから考えるのは大変
→ 既にあるSRの検索式を参考にする!

例）このSRの検索式を見てみましょう

※2016年度に開催された「系統的レビュー研究計画書
作成ワークショップ」を参考にしています

自分のリサーチクエスチョンの
PとIに近いレビューがあれば
その検索式を参考にできる



コクランSR:検索式はどこ?

87

検索式は、ここ

クリックすると
該当箇所へ

PDFのほうが
見やすいかも
しれません

SRの本文SRの本文
HTML形式



コクランSR:検索式はどこ?

88

PDFで
す

Ctrl+F で検索窓を表示
させ、「search strat」
で検索すると検索式が見
つかります



コクランSR:検索式

89

いろいろ
な記号

MEDLINEMEDLINE
の検索式



いろいろな記号の意味

90

近接演算子
単語を adjX でつないで入力すると、語順不同でX語以内で近接しているとみなす
例）natural adj20 childbirth

 前方一致
*または $ :文字数無制限 例）disease$  (disease, diseases など)
$X : 文字数制限あり 例）dog$2（dog, dogs ≠ doghouse）

 ワイルドカード
# : 変化文字数は1文字 例）wom#n（woman, women）
? :変化文字数は０か1文字 例）colo?r（color, colour）

 / （スラッシュ） 統制語（MeSH） 各フィールドについては、
Database Field Guide を参照



Ovid EBM Reviews

91



Ovid EBM Reviews の構成

92

CDSR
システマティック

レビュー

CENTRAL/CCTR
ランダム化比較試験情報

データベース
• CMR*:システマティックレビューを行うための方法論
• HTA*:医療技術評価情報
• NHSEED*:医療行為の経済評価資料の構造化抄録

ディアコノ・ボリス氏（Wolters Kluwer）
Ovid EBM Reviews 講習会資料を改変

ACP Journal
Club

システマティックレ
ビュー及びEBM文献

の構造化抄録

Ovid EBM Reviews
(Cochrane Library +

ACP Journal Club)

Cochrane 
Library

DARE*
学術雑誌等に掲載された

システマティックレビュー

Clinical Answers
コクランレビューのエビデン

スを簡潔にまとめたもの
(2018.8～)

*DARE,CMR,HTA,NHSEED は
現在データの更新が停止されている



Ovid EBM Reviews を使う
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Ovid EBM 
Reviews

入口はMEDLINEと一緒
データベース選択画面で
選択する



データベースを変更する

94

「選択/OK」→いちから新しく検索を始める
「選択して再実行/Run Search」→それまで
の検索を選択したデータベースでやり直す



CENTRAL / CCTR で再実行

95

CENTRAL / CCTR
の結果になった



データベースによって
絞り込み項目も変わる
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演習1:ご自分のRQのPとIに
似たコクランのSRがないか、
調べてみましょう
検索データベースはMEDLINEを使ってやって
みましょう!
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演習２:コクランSRの検索式を
参考にし、MEDLINEを検索して
みましょう
よければCENTRALの検索もしてみてください

98


